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2) H. F. Bulman and R. A. S. Redmayne， Colliet'y Wo時間gand Managem帥 t.4th ed 
1925， p.11; .G. Pool，“Hlstorical SUIvey of Methods of Working"， in Hl叫 oricalReview 
01 Coal Mi嗣吋 (以下，H.R.C と略す)"';'p. 43 



























3) J U. Nef， The Rise 01 the British Coal 1:ηdustγy， 2 vols" 1932， Vo1， 1， pp. 368-69; T. S 
Ashton and J. Syke-s， The COCll Industry 0/ the Eighteenth Cenlury， 1929， p.16; Bulman 
and Redmayne， op. cit.， pp. 4-5 
4) Ashton and Sykes， op. cit. p. 17; Dul日a.n;'tnd R~dmayne ， 0]久 cit"pp. 6-8 ←古止に10
尋深化するごとに炭柱は5ヤ ド平方拡大しなければならなかった (G.L. Ketr， P:印刷'calCoal 
M附叩g，9th ed" 1026， p. 219) 
5) Ashton and Sykes， op. cit.， pp. 18-19; E. Welborne， The Miners' U"問 ons01 Northumber-
land and Du幼 am，H123， pp. 10-11 
体系的切羽と韓~l百t採炭 (283) 39 
残柱式切羽は，炭柱号放置するということになによりもその限界をもってい
る。 1746年，トウィ 1‘)1沿岸の Murton炭鉱では， 4ヤード平方の残柱のため










いた。こうした事態に直面して， 1795年， Walker炭鉱の支配人 T ・パ-y
ズ (T.Barn田〕は，残柱炭層を硬でかこい， 1O~20=ーヵーの区画壱設定して
残柱を撤去する方法を考案した。さらに15年後，パーンズの炭柱撤去の方法は，
J ・パドノレ(J.Buddle) によってパネノレ式採炭 (PanelSystem) として完成さ
れることになった。パネノレ式採炭では炭層はあらかじめいくつかの区画に分割
される。周圏に幅 20ヤードはどの炭壁を残した各区画|勾では，炭柱作り掘進






6) Bulman and Redmayne， op. cil， pp. 6， 16 
7) Bulman and Redmayne， ibid.， p.11; 企shtonand Sykes， op. cit. p. 18. 1878年，ダラ
ムの Ki田.blesworth炭鉱では 厚さ22ヤー ドの炭壁で固まれた幅300ヤー ドの区画内に.31 ><18 
























幅 2~3 ヤードの小切羽 (jud) に分割ぎれて撤去されたから，採炭労働の分業
化の契機をここに求めることはできなかった。
2 長壁式切羽の展開




























8) J-L 、Nrlliams，The Dekyshire Miners， 1962， pp. 24-25; As.hton and Sykes， op. cit. P 
29採慌の分業化は 左くにダー ピシャ スタッフォドシャで雇用の集同作をうみFし 19世相
にはいってミッドラ γズ石炭業の 1大特徴となった内部請負制を発展させた。この労働力の特殊
立構造の解明は，次稿に譲る。

























9) バルマソと νッドメー γは 長壁式切羽に直した炭層の条件として次のものをあげる(Op.cit.，. 
p_ 163) 0 (1)断層がな〈 同薄炭層であるとと， (3)炭質が硬いろ元， (4)上下鼎盤が屈曲佳に富み
崩落しにくし、こと， (司尭硬が軟質であること， (6摘す火粘土や鉄鉱石が同時記採取できるとと。ま
たカ i才 炭層の厚度4フイ}トを2つの切羽の選択の分性点であるとした。 (Op.cit. p.209)札
体系的切羽と機械採炭 (287) 43 
1760年代に Worselyで. 1786年には Wiganで長壁式切羽が採用された。ま
たスコットランドでも 1760年の Kin沼田l炭鉱のものを最初に 18世紀末
までに Kinnaird， Dlackman， Clelandなどの諸炭鉱で採用されていった。

















片翼および両翼式切羽 (singleor double workings)が導入され. 60年代以降に
なってようやく長壁式切羽の本格的な展開をみるようになった1ヘ
10) Ashton and Sykes. op. cit.， pp. 30-31 ランカジャでは， 1860年ごろには 残柱式切羽を採
用るすh民提拡は見あたらな〈なつた (Louis Mof鐙a白t，England a叫， ，幼海.E叫0/the In“dゐz叫
volut狗宮旬"“"1， 1963，.p. 162) 。
11) ノ サ γハランドの Scrcmcrston地方で18世紀中華に長壁式切羽が導入されたが.それは中
心的な大炭鉱群とは孤立した地方の例外的なものでしかなかった (Ashtonand Syk問中叫，
p. 32)。































13) E. Hull， Coal Fields 01 Great Britain， 1905， pp. 197-210参照。


























なく (H.S. Jevons， British Coa! Trade， 1915， p.206; ]. W， F， Rowe， Wages in the Coat 
bぱustry，1923， 1-'-58)， 1 T切羽で築かれた採炭夫の伝統は，労働組合の性格にさえ都聾をおよ
ぼした(相沢与一独占形成期のイギ Pス炭拡業における労働組合， rフェピアシ研究」第四巻
第11号事照)。


























15) 炭価(トソあたりは， 1873年の20.9ジリ γグから 74年17.2， 75年13.3シリングに暴落した
(メゾデリスソ「恐慌と理論の歴史J (脊木書官〉第E巻第13嵩)。
















































































16) Welborne， op. cit.， pp. 14， 16; A. J. Taylor， "LabouT Productivety and Techonologi-
cal Inhovation io the British Coal Indushy 1850-1914'ヘ&σ加 micHI四 toryR即 iew.Vol. 
14， 1961-62， No. 1， p. 57ティヲー は. 19世紀前半の生産力増大の要因壱発破採炭の炭採にの
み求めj 強楊機の出現j 長壁式担羽の展開の意義をまったく認めなU、。
17) M. Cranksh田町 "Historyof Explosive used in Coal Mimng"， in H. R. C.; pp. 84-85 
18) J evons， ot. cit.， p. 210参照。
50 (294) 第 102巻第4号
機械採炭の展開 下透しの機械化を意味する採炭機械 (coalcutter) の起









ハりスソ (T.Harrison) の発明を最初としs その後20年間におなじ回転式のチ







はわずか 1'70， 20年後でも 12.8%でしかなれ 500/uをこえるのは1933年のこと
19) Bulman and Redmayne， op. cit" pp. 126-27すでに19世紀初頭，ヨー グジ守のリ ズの炭
鉱で 馬力の時み率(treadwill)を用いた往復運動式の採炭具が実際に使われていた (M.Crank-
shaw， "The History of Mac~LUe Mining';. io H. R. C" p. 65一一以下 Crankshaw.
“Machine Mining' と略す。 C:R. Gibson， The Romance of Coal， 1923， p.138)がJ それ
は馬を切羽にもちこむととができるような厚炭層の炭坑にかぎられていた。
20) 往恒星動式の機械は 1920年に1882機(全機械の37%)存在したがy 一機あたりの採炭高は年
246トγで，回転運動式のチェ ゾ型機械の8308トンにはるかに劣っていた (Bulmanand Red-
mayne， op. cit. p. 138) n 往車運動式の機戚は， 2'年代から下透しではなく切り落しに用いられ
るようになり j 発破に代替してu、った(Ibid叫 pp.146-48)。
21) Crankshaw，" Machine Mining". p. 67; Kerr， 0少.cit" p. -134.~チヱーン型p パー型機械は
携帯に便利で，残柱式切羽でも用いることができたが ディスク型機械は，長壁式切羽に限定さ
れていた (Crankshaw，“ MachineMimng"， p.76)。
22) このパー 型機誠は， M国 se!s.Bower & Blackburn会社の製作によるもので， 10馬力の能力
をも η た (Crankshaw耐 d.，PP. 74-75)。




ばならない。 第 1に， この時期の採炭機械が人間労働を完全には駆遂するこ






















23) Ken， 0ρ cit.， p. 134 
52 (296) 第102巻第4号
採炭機械の普及過程l-高|機数l機種の内ぺ官炭高¥iJ C 
同百万ト y (B) IIllill lV V トγ A現 B 
トン
1889勾
224 445 82 5 2 6 5 3.9 1.8 8615 1903 
1906 251 1136 58 14 3 22 3 10.2 4.0 8981 
261 1959 47 17 7 28 1 15.9 6.0 8079 
1915 253 3089 40 18 12 29 1 24.3 9.5 7934 
1920 229 5073 25 14 24 37 。 30.7 13.2 606口
)924 267 6830 19 15 37 39 。 49.9 18.7 5951 
1930 244 31.0 
1935 222 51.0 
証 1) 1. 'Di~c ， n ...Ba.r， m ...Chain， N ...Perc古田ive，V .-Rotary Headingの諸機械。
2) 機種の内訳と CjA，C/Bは1902年の指標。
資料 Bu!回出1aud Redmayne， Op叫.pp. 131.:.132; Tha Rdport 01 the Ro少alCommis-
S包onon the Coal Inrlustry. Vol. II， Part B， p. 957， Vol. III， pp. 3， 151; B. R. Mit-












24) ジェヴ元 γズは機械操炭の利点をつぎのよラに要約している (Op.cit.， p.212) Q (1)塊炭歩留り
の増大， (2)規則的な切羽の進行にともなう換気，主保の体系化 (3)薄民層，硯賀な炭層の採炭を
可能にする.(4)晃被の使用をかなり否定できる a

























25) カ ルマルタス「資本論J (青木書庖) 第 l 郁21~ ジ。
























































27) 捲揚機の出現を J 長壁式切羽j 尭碓採炭の採用j さらに採毘機棋の出現!こL、たるまで置韓的に
結びつけ，この段暗で「施設」か確立するとする隅各教授の所論は，イギりス石炭業には妥当し
ないと考えられる(向上ffIiU:ι 6， 35ベー ジ参照〕。
28) 残された課題はこれにとどまるものではなしこうした生産過程の分析はj 個別資本(企業λ
さらに総資本の分析によって総括される必要がある。
